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小規模の中学校では同一教科の教員が少なく、全科を指導することが多い小学校に比べて、教
科指導力向上に関する研修で教材理解を深めることが難しい現状があります。そこで、県教委で
は「中学校の教科指導力向上のための推進員」を県内５市に配置し、これまで「学校間連携モデ
ル」の構築に取り組んできました。
本号ではその中の２地区の取組を紹介します。中学校同士が連携することによる教科の指導力

向上に向けた取組の一つとして、参考にしていただければと思います。

新見市小中一貫教育モデル校からの情報発信

取組① プログラムごとのCAN-DOリスト

取組③ 校長会と英語部会が協力し、授業実践の紹介・他校授業参観を実施

市の教科部会活用モデル（新見市英語部会）

新見市では、英語教育の推進を重点的な取組の一つに掲げ、ALTを幼稚園、認定こども園、
小学校、中学校に派遣することで、幼少期から英語に慣れ親しむ環境を提供しています。
また、推進員を市内の全中学校に勤務できる体制を整え、小１から中３までの９年間を貫く外

国語指導の更なる充実に向け「見つける・繋げる・広げる」をテーマに、市全体で一体的な授業
改善の取組を推進しています。

新見南中学校区が新見市小中一貫教育モデル校として、外国語指導の９
年間のカリキュラムの開発研究に取り組み、その成果を踏まえて全中学校
区での実施を目指します。また、中学校教員による小学校への出前授業の
事例も市内に配信し、今年度は全中学校区で出前授業が実施されました。

取組②

英語部会では「プログラムご
とのCAN-DOリスト」を共同
作成し、活用することで英語の
指導力向上を図っています。岡
山型学習指導のスタンダードに
基づき、CAN-DOリストを活
用した授業例を紹介するなど、
市全体で授業づくりの方向性の
共通理解を図っています。

パフォーマンステストとルーブリック評価の紹介

各校の授業と他校参観の様子

新見南小・外国語活動

CAN-DOリストに基づく
振り返りシート

推進員が月１回発行する通信により、好事例の共有を図っ
ています。さらにCAN-DOリストの効果的な活用や内容の検
証を進めるために、新見市研修所英語部会長から新見市校長
会に出張の承認を要請し、推進員が日程調整した公開授業の
参観・研究協議にいつでも参加可能とすることで、公開授業
を待たずに授業参観や研究協議をする取組が始まっています。

岡山型学習指導のスタンダードに基づく指導例

「ＫＰ法」
紙芝居プレゼ
ンテーション法
の略で、Ａ４等
の用紙に伝えた
い内容を記入し、
提示する方法。



取組②

取組① 交流授業参観の実施

２校連携モデル（玉野市）

日比中学校と玉中学校では、同教科を担当する教員が少ないことから、「教科指導力の向上
に向けて、教員の定期的な交流を行い、互いを刺激することで、教科指導の研修が深まるので
はないか」という仮説を基に、推進員が中心となった２校間連携行っています。

２校が交流する第一歩として、推進員が「合体
時間割」を作成し、2校の同教科教員同士の参観
可能な時間を把握できるようにしました。

授業者と参観者の協議時間を確保することが
難しいため、推進員が窓口となり、授業反省に
あたり、授業参観シートの活用を促すなど、教
員の負担に配慮しています。「他校の先生の授
業を見に行きたいと思っても自分からは声を出
せなかったので、この仕組みはとても良かっ
た。」との感想が多数ありました。

２校合同夏季研修会

推進員が日程と内容を両校の管
理職等と協議し、夏休みの半日に
２校合同研修会を実施しました。
前半は、推進員が「求められて

いる授業づくり」と「２学期の２
校合同教科部会の運営」を説明し
ました。後半は、合同教科部会で、
２学期以降の研究授業の計画を立
案しました。

取組③ 中中連携・授業研究（２･３学期）

全教科、夏季合同研修会で設定した単元の指導案をＦＡＸなどを利用し
て２校で練り上げ、研究授業を行いました。教科によっては、練り上げ会
やプレ授業を実施するなど、更なる高みを目指した取組を行っています。

全体会合同教科部会（保健体育科）

プレ授業後の協議 中中連携公開授業

（※実施クラスと教師名は個人が特定されるため消しています。）


